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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公表番号】特表2012-508501(P2012-508501A)
【公表日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2011-535522(P2011-535522)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  52/02     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ４２３　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月7日(2012.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システム端末の不連続受信制御方法において、
　Ｌｏｎｇ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが使用されたか否か又はＳｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌ
ｅが使用されたか否かを判断する段階と、
　Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが使用されたと判断した場合、下記数式１を満足する
サブフレームでオンデュレーションタイマーを開始する段階とを含む方法。
［数式１］
　［（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ（ＳＦＮ）＊１０）＋ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｎｕｍｂｅｒ］ｍｏｄｕｌｏ（Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅ）＝（ＤＲＸ　Ｓｔａ
ｒｔ　Ｏｆｆｓｅｔ）ｍｏｄｕｌｏ（Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅ）
【請求項２】
　シグナリングを通じてＤＲＸパラメータを受信する段階を更に含み、
　前記ＤＲＸパラメータは、ＤＲＸ　ｓｔａｒｔ　ｏｆｆｓｅｔ、Ｌｏｎｇ　ＤＲＸ　Ｃ
ｙｃｌｅ、Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅ、オンデュレーションタイマーを含むことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記シグナリングは、ＲＲＣシグナリングを含むことを特徴とする請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　前記判断する段階において、
　Ｌｏｎｇ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが使用されたと判断した場合、下記数式２を満足するサ
ブフレームで前記オンデュレーションタイマーを開始する段階を含むことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
［数式２］
　［（ＳＦＮ＊１０）＋ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｎｕｍｂｅｒ］ｍｏｄｕｌｏ（Ｌｏｎｇ　Ｄ
ＲＸ　Ｃｙｃｌｅ）＝ＤＲＸ　ｓｔａｒｔ　ｏｆｆｓｅｔ
【請求項５】
　前記判断する段階は、
　一定時間基地局から資源割り当てがない場合、前記Ｌｏｎｇ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが使
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用されたと判断し、そうでなければ前記Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが使用されたと
判断することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記オンデュレーションタイマーの進行中に制御チャネルの制御情報を監視する段階を
更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　無線通信システム端末の不連続受信制御装置において、
　Ｌｏｎｇ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが使用されたか否か又はＳｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌ
ｅが使用されたか否かを判断し、Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが使用されたと判断し
た場合、下記数式１を満足するサブフレームでオンデュレーションタイマーを開始するよ
うに制御するＤＲＸ制御部を含むことを特徴とする装置。
［数式１］
　［（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ（ＳＦＮ）＊１０）＋ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｎｕｍｂｅｒ］ｍｏｄｕｌｏ（Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅ）＝（ＤＲＸ　Ｓｔａ
ｒｔ　Ｏｆｆｓｅｔ）ｍｏｄｕｌｏ（Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅ）
【請求項８】
　シグナリングを通じてＤＲＸパラメーターを受信する受信部を更に含み、
　前記ＤＲＸパラメーターは、ＤＲＸ　ｓｔａｒｔ　ｏｆｆｓｅｔ、Ｌｏｎｇ　ＤＲＸ　
Ｃｙｃｌｅ、Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅ、オンデュレーションタイマーを含むこと
を特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記シグナリングは、ＲＲＣシグナリングを含むことを特徴とする請求項８に記載の装
置。
【請求項１０】
　前記ＤＲＸ制御部は、
　前記判断時にＬｏｎｇ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが使用されたと判断した場合、下記数式２
を満足するサブフレームで前記オンデュレーションタイマーを開始するように制御するこ
とを特徴とする請求項７に記載の装置。
［数式２］
　［（ＳＦＮ＊１０）＋ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｎｕｍｂｅｒ］ｍｏｄｕｌｏ（Ｌｏｎｇ　Ｄ
ＲＸ　Ｃｙｃｌｅ）＝ＤＲＸ　ｓｔａｒｔ　ｏｆｆｓｅｔ
【請求項１１】
　前記ＤＲＸ制御部は、
　前記判断時に一定時間基地局から資源割り当てがない場合、前記Ｌｏｎｇ　ＤＲＸ　Ｃ
ｙｃｌｅが使用されたと判断し、そうでなければ前記Ｓｈｏｒｔ　ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅが
使用されたと判断することを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＤＲＸ制御部は、
　前記オンデュレーションタイマーの進行中に制御チャネルの制御情報を監視するように
制御することを特徴とする請求項７に記載の装置。
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